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	触媒懇談会ニュース
	触媒学会シニア懇談会
	理科支援員として最初の授業に立ったとき、5年生に理科が好きか嫌いかと問うたところ、半数以上が堂々と理科は嫌いと言うのに驚いた。子供たちは基本的には自然科学が好きであると思っていたのでとても不思議に思った。理科支援員は5年生6年生だけを対象としていたが、ボランテアとして4年生の理科実験を手伝って原因が分かった。4年生の指導内容がとても高度で本来ならば十分な実験によって子ども達に興味を持たせ、なぜだろうと知りたい気持ちにさせてから進めるべきところを、実験を省略していきなり覚えさせる授業をしていたよう...
	私たちシニア世代は幼少の頃なぜラジオから音が聞こえるのかとても不思議に思ったのであるが、最近の子どもたちは身の回りがスマホやゲーム機のようにとてつもなく高度な技術製品で囲まれており、なぜだろうと考える意欲を初めから失っているように思われる。不思議さや神秘さに興味を持つことが理科を学ぶ出発点であることを思うと、原理を知らないまま使う便利な機器がかえって理科離れの一員を担っているように思える。
	理科を学び始める4年生で理科嫌いにしない。4年生の理科こそ実験を充実させる必要があり、教員だけでは無理ならば上述のボランテアが活躍できるように提案したい。参考までに4年生で勉強する内容を記す（文部科学省学習指導要領解説、平成20年8月）。
	【第4学年で学習する内容】
	Ａ物質・エネルギーに関する内容：
	本内容は、「粒子」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうちの「粒子の存在」にかかわるものである。
	物質の三態：水の沸騰、水蒸気の凝縮、水の凍結
	熱の伝わり方：金属、水、空気を加熱したときの熱の伝わり方
	電気：検流計の使い方、モーターの回転方向、直列並列つなぎ、モーターを使った玩具つくり
	空気、水の圧縮：空気鉄砲、空気の圧縮、水の圧縮
	物の体積と温度：空気の膨張、水の膨張、金属の膨張
	Ｂ生命・地球に関する内容
	本区分では、人の体のつくり、動物の活動や植物の成長、天気の様子、月や星の位置の変化を運動、季節、気温、時間などと関係付けながら調べ、見いだした問題を興味・関心を持って追求する活動を通して、生物を愛護する態度を育てるとともに、人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成長と環境とのかかわり、気象現象、月や星の動きについての見方や考え方を養うことが目標である。
	体の動く仕組み（筋肉、骨格）
	身近な動物の観察、植物の成長観察（ヘチマ）
	月と星（月の動き、満月、半月、三日月）、夏の星座、冬の星座、星の動き
	このように内容はかなり高度で、粒子についての基本的な見方や概念に係わる諸現象を教えると言われても小学校現場では対応できていないのが現実である。
	科学技術振興機構「平成20年度小学校理科教育実態調査」によると、「学級担任として理科を教える教員の約５割が理科全般の内容の指導が「苦手」か「やや苦手」と感じている。この割合は、教職経験１０年未満の教員では６割を超えている（http://www.jst.go.jp/pr/announce/20081120/）。」と報告されている。一方子ども達に理科のどんなところが好きかと問うと、私の経験ではほとんどの子供が実験と答える。
	実験が苦手の教師と実験大好きな子どもたちとのミスマッチを改める必要があると思うが、教師の苦手意識を変えることは容易ではない。理科離れ世代、ゆとり教育世代が教員になり始めており、（理科時間数の削減）→（理科離れ）→（理科離れ世代の教師）→（理科教育の弱体化）→（理科離れ）と負のスパイラルが始まっているように思う。
	前述のように理科は国語や社会科などと同じようにクラス担任が教えるのが原則である。理科の前後に別の教科の授業があれば、教員は準備も後片付けも出来ないし予備実験で確かめる時間も取れない。従って実験は最小限になり知識として教える授業が中心になってしまいがちである。おそらく今後も理科苦手意識の教員が増え続けるであろう。どこかで悪循環を断ち切らねばならないと思うが、これが出来るのはシニアエンジニアであろう。私は理科離れを食い止めるために会社や大学のOG/OB技術者、小中高等学校で理科を得意としたOG/OB...
	４．おわりに
	小学校の理科教育は我々が小学生であった頃と比べて弱体化しており、現状のままではいつまで待っても改善は期待できない。我が国が標榜する技術立国ものづくり大国を今後も実現して行くには、優秀な技術者を育てる必要があると思うが、科学教育は大学生になってからでは遅い。小学生のときからしっかりと理科に興味を持たせ自発的に理系に進みたいと思うような教育に改める必要がある。子供は本来理科が好き、ことに実験が大好きなのである。
	先に述べたように、理科支援員を経験して積極的に小学校理科教育を支援しようと考えるOG/OBが少なからずいることに気付いた。数年前に終了となった理科支援員配置事業を復活させることが出来れば有効な手立てと思うが、財政的に出来ない（そんなことはないと思うが）と言うのであれば、ボランテアを活用する手段があると思う。まず足元で出来ることからやる、シニア懇話会の皆様、いかがでしょう。ご協力をお願いします。

